
令
和
三
年
七
月
一
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
り
、

市
西
部
地
区
で
は
、
高
橋
川
や
沼
川
に
お
い
て

越
水
に
よ
る
浸
水
被
害
が
発
生
し
、
農
作
物
へ

の
被
害
の
ほ
か
、
広
範
囲
に
わ
た
る
道
路
冠
水

に
加
え
、床
上
浸
水
百
五
十
七
件
、床
下
浸
水
等

八
十
九
件
の
建
物
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、

①
被
害
等
の
発
生
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
た
め

に
実
施
し
て
き
た
施
設
整
備
の
状
況
と
今
後
予

定
し
て
い
る
施
設
整
備
の
内
容
は
。
②
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
れ
態
勢
や
支
援
内
容
は
。

市
長
／
①
近
年
の
異
常
気
象
に
よ
り
激
甚

化
・
頻
発
化
し
て
い
る
水
害
を
低
減
さ
せ
る
た

め
の
対
策
と
し
て
、
市
西
部
地
区
に
つ
い
て
は
、

沼
川
（
高
橋
川
）
流
域
豪
雨
災
害
対
策
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
池
田
川
の
河
道
改
修

や
内
水
排
除
ポ
ン
プ
の
増
強
な
ど
の
対
策
が
完

了
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
高
橋
川
上
流
に
お

い
て
、
雨
水
の
流
出
を
抑
制
し
、
下
流
域
へ
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
雨
水
貯
留
池
の
設
置

を
実
施
し
て
い
る
。
令
和
二
年
度
に
は
、
小
河

原
川
雨
水
貯
留
池
が
完
成
し
た
ほ
か
、
令
和
三

年
度
か
ら
は
、
井
戸
川
雨
水
貯
留
池
の
整
備
に

着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
青
野
地
区
で

は
、
地
区
内
へ
の
雨
水
流
入
を
防
止
す
る
た
め

の
水
門
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
既
設
の
青

野
排
水
機
場
の
排
水
ポ
ン
プ
の
能
力
を
増
強
す

る
た
め
、
詳
細
設
計
を
実
施
し
て
い
る
。

福
祉
事
務
所
長
／
②
原
地
区
の
浸
水
被
害
へ
の

問答

静
岡
東
部
拠
点
第
二
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
に
つ
い
て
、
①
進
捗
状
況
は
。
②
令
和
三

年
度
に
行
っ
た
事
業
計
画
変
更
の
内
容
は
。
③

今
後
の
取
組
は
。

沼
津
駅
周
辺
整
備
部
長
／
①
静
岡
東
部
拠

点
第
二
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
既
存
市

街
地
と
鉄
道
跡
地
を
一
体
的
に
整
備
し
、
当
地

区
の
良
好
な
居
住
環
境
と
利
便
性
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
十
九
年
十
月
に
事
業

計
画
を
決
定
し
た
。
平
成
二
十
年
度
か
ら
二
十

四
年
度
ま
で
に
減
価
補
償
用
地
の
取
得
を
行
い
、

平
成
二
十
五
年
度
か
ら
は
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
権
者
と
の
合

意
形
成
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
区

画
整
理
の
仕
組
み
や
補
償
の
考
え
方
な
ど
、
事

業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
個

別
説
明
を
行
っ
た
ほ
か
、
令
和
二
年
度
か
ら
令

和
三
年
度
に
か
け
て
は
、
仮
換
地
先
案
及
び
事

業
計
画
変
更
案
等
に
つ
い
て
、
地
権
者
に
説
明

を
行
い
、
意
見
を
聞
い
た
結
果
、
約
九
割
の
地

権
者
か
ら
同
意
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
に
よ
り
換
地
設
計
が
進
ん
だ
た
め
、
令
和
三

年
八
月
二
十
八
日
に
事
業
計
画
の
変
更
を
決
定

し
、
公
告
を
行
っ
た
。
②
事
業
計
画
の
変
更
内

容
は
、
こ
れ
ま
で
長
期
に
わ
た
り
移
転
で
き
な

か
っ
た
一
般
地
権
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

早
期
の
移
転
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
実
施
し
た

区
画
道
路
の
配
置
等
の
設
計
変
更
の
ほ
か
、
地

問答

支
援
と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拠
点
と
な
る
地
域
さ
さ
え

あ
い
セ
ン
タ
ー
が
原
地
区
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設

さ
れ
、
被
災
者
の
困
り
事
の
相
談
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
希
望
者
の
受
付
・
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
全
体
の
運
営
が
円
滑
に
行
わ

れ
た
。
市
で
も
、
地
域
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
、
関
係
機
関
と
の
調
整
や
物
資
の
調

達
、
市
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
募
集
な
ど
を
実
施
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
約
一
か
月
間
実
施
さ
れ
、
延
べ
四
百
八

十
二
人
の
参
加
に
よ
り
、
浸
水
し
た
畳
や
家
財

の
搬
出
、
引
っ
越
し
、
清
掃
等
の
作
業
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
被
災
者
へ
の
傾
聴
に
よ
る
不
安
の

軽
減
に
も
尽
力
す
る
な
ど
、
被
災
者
へ
の
生
活

再
建
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
た
。

区
界
確
定
測
量
に
お
け
る
施
工
面
積
の
変
更
、

事
業
量
を
勘
案
し
た
事
業
期
間
の
延
伸
が
主
な

も
の
で
あ
る
。
③
今
後
の
取
組
と
し
て
は
、
土

地
区
画
整
理
審
議
会
及
び
評
価
委
員
会
を
開
催

し
、
土
地
評
価
基
準
案
や
換
地
設
計
基
準
案
に

つ
い
て
意
見
を
聴
取
し
、
換
地
設
計
案
を
取
り

ま
と
め
、
令
和
四
年
度
初
め
に
は
、
第
一
回
仮

換
地
指
定
が
行
え
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
く
。

こ
の
指
定
に
よ
り
、
建
物
移
転
や
工
事
着
手
が

可
能
と
な
り
、
事
業
が
大
き
く
前
進
す
る
た
め
、

そ
の
後
も
随
時
仮
換
地
指
定
を
行
い
、
事
業
の

着
実
な
進
捗
を
図
っ
て
い
く
。

一 般 質 問市政について問う！

▲事業の進捗が図られる静岡東部拠点第二地区

▲浸水した畳や家財を運び出す災害ボランティア

渡
邉　
博
夫

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
豪
雨
に
よ
る
水
害
を

低
減
さ
せ
る
た
め
の
対
策
は

長
田　
吉
信

静
岡
東
部
拠
点
第
二
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
状
況
は
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